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【2025年問題】
2025年にはベビーブーム世代（団塊の世代）

が75歳以上の後期高齢者となり、高齢者人

口が3,500万人に達すると推計されています。

それにより医療費と社会保障費が増加するほ

か、高齢者の住居や介護などたくさんの問題

が生まれると予測されています。

【（地域）医療連携】
地域にあるさまざまな医療機関が機能や特色

を明確にし、役割分担をしながら、互いに協力・

連携して治療に取り組む医療体制のこと。医

療機関は得意分野に専念することができ、患

者さんはスムーズに自分の症状に合った医療

や質の高い専門医療を受けることができます。

【カンファレンス】
病院内で開かれる症例検討会のこと。担当す

る症例を持ち寄り、診断や治療方法について

幅広い視点から話し合います。医師同士のほ

か、他職種を交えて行うチームカンファレンスな

どもあり、スタッフ間の情報共有の場としても

活用されています。

【クリニカルパス】
患者さんが入院してから退院するまでの検査

や手術、リハビリテーションなどのスケジュール

をまとめた診療計画表のこと。クリティカルパス

ともいいます。患者さんと医療者側の双方が、

意識や情報を共有し、スムーズな治療をめざす

ためのものです。

【災害派遣医療チーム（DMAT）】
発生から間もない災害急性期（おおむね48

時間以内）に、被災地や事故現場に入り医

療活動を行える機動性を持つ、専門的な訓

練を受けた医療チームです。医師、看護師、

事務職員で構成され、Disaster Medical 

Assistance Teamの頭文字を取ってDMAT

（ディーマット）と呼ばれています。

1995年の阪神・淡路大震災で、初期医療体

制の遅れから被害が広がったことを教訓とし、

まず日本DMATが2005年に発足。現在では

高度な救急機能などを持つ各医療機関でも

DMATが結成されています。

【在宅ケア（医療）】
患者さんのご自宅で提供する医療のこと（自宅

には、サービス付き高齢者住宅にお住まいの

場合も含まれます）。

特に、症状の重い患者さんがご自宅での生活

を続けられることを目的に行う、訪問診療や訪

問看護などを意味する場合もあります。

【産業医】
事業所で労働者が健康・快適な状態で業務

ができるよう、専門的な指導と助言を行う医

師。産業医となるためには、厚生労働大臣が

定める産業医研修の修了者、労働衛生コン

サルタント試験合格者など、産業医となるた

めの要件のいずれかをクリアする必要があり
ます。

【シームレスサービス】
「シームレス」とは継ぎ目がない、という意味。

渓仁会グループでは、医療、保健、福祉サービ

スを途切れることなくつなぎ、スムーズに提供し

ています。これはグループ内にとどまらず、外部

の医療機関や福祉施設、行政機関とも連携

を深め、スムーズなサービスの提供をめざして

います。

【地域包括ケアシステム】
2025年をめどに、高齢者が可能な限り住み

慣れた地域で、自分らしい暮らしを最期まで続

けられるように構築された、地域の包括的な支

援・サービス提供体制。高齢者の尊厳を重要

視し、できるだけ自立生活を送れるように支援

します。

【地域包括ケア病棟】
高度急性期・急性期の治療が終わった後の

診療を担う「ポストアキュート」、自宅や介護施

設などにお住まいの方の二次救急や持病の

急性増悪（症状の悪化）などの治療に対応す

る「サブアキュート」両方の機能を兼ね備えた

病床群です。在宅復帰へ向けたリハビリテー

ションなども担当し、地域に密着した診療を行

います。

【特定健診／特定保健指導】
特定健診は生活習慣病予防のために2008

年度から始められた健康診査。この特定健診

で危険度が高いと判定されると、特定保健指

導によって食生活や運動などの指導を受け、

生活習慣の改善をめざすことになります。

【病床】
病院や診療所の、入院者用のベッドのこと。

一般病床、療養病床、精神病床、感染症病

床、結核病床の5種類に分けられます。また、

一般病床・療養病床はその医療機能に応じ

て、高度急性期病床、急性期病床、回復期

病床、慢性期病床という区別をし、地域にど

の機能を担う病床がどれだけあるか、都道府

県ごとに把握されています。

【ホスピスケア】
末期がんなど、治る見込みがない疾患の患者

さんから身体的・精神的な苦痛を取り除き、

尊厳を保ちながら最期を迎えることをめざす

ケア。緩和ケアともいいます。

【看
み

取
と

り】
病気になった人の世話をすること。または亡く

なるまでそばで看病し、見守ること。最近は後

者の意味で使われることが多く、自宅のほか、

病院や福祉施設などで亡くなられる方への対

応を指す場合もあります。

【メンタルヘルス】
精神（心）の健康、精神保健。生活や仕事の

中で抱えるストレスが心の健康に影響し、40

人に1人は心の病気を抱えているといわれま

す。特に職場でのメンタルヘルス対策が推進

されています。

【リハビリ】
リハビリテーションの略。身体的な機能を回復

したり、障がいを軽減したり、症状が悪化しな

いように維持するための訓練や治療のこと。

東洋学園大学
グローバル・コミュニケーション学部 教授
日本経営倫理学会 理事

荻野　博司（おぎの・ひろし）

　渓仁会グループのCSRへの真摯な姿勢が伝わってきました。こうした報告書はともすれば、体裁を整
えて作成することだけが目的になりがちです。しかし、2017年版からは「できるだけ多くの人に読んでほ
しい」「みんなで考えてほしい」という意欲が伝わってきます。
　たとえば、ステークホルダーダイアログ。医療や介護の第一線に立たれている５人の若手や中堅の座
談会です。職場も職種も異なるメンバーですから、ともすれば当たり障りのない内容にとどまるものです
が、大いに触発される話がいくつも盛り込まれていました。
　看護部主任の方が紹介された、重度の患者さんのカップラーメンを食べたいとの希望を、カンファレン
スを重ねて実現させた体験談に、施設ケア部のユニットリーダーが率直に感動を伝え、理学療法のプロ
が「患者さんの笑顔のために、まだやれることがある」と気づく。トイレ介助、誤薬の予防など、衆知を
集めることの大切さを4ページの記事は伝えています。「チームワークのとれたいい職場だな」と読み手
を引っ張り込むものでした。

　各部門のアクションの紹介のあとに、さりげなく置かれた「Next Step」も興味深く読みました。一定の
成果はあげられても、まだまだ足りないことが数多くある。そのことを当事者に示すものです。あわせて
施設を利用する方々に向けて、これからも努力を継続することを約束する役割も果たします。
　給食の質向上をめざしてコンテストに参加。入賞したうえ、そのひとつが百貨店の惣菜コーナーに
並んだ。そんな心弾む報告を読むと、さらに質、量の両面で活動の幅を広げることを期待したくなります。
味気ない病院食という先入観を払拭してくれました。
　「『ずーっと。』人と社会を支える」グループの決意を確認する記事は随所に見られます。同グループ
の関係者にとどまらず、全国で医療や介護に取り組んでいる人々にも、格好の教科書、参考書として活
用してほしいほどです。

　生を受け、天寿を全うするまでの長い人生に親身になって寄り添うのがグループの使命とされてい
ます。国際規格ISO26000はCSR活動を進めていく上での目安でしかありません。それに魂を入れるの
は、グループのメンバー一人ひとりです。
　社会の変化は速く、長い時間をかけて培った信頼もあっけなく崩れ去る時代です。このレポートを道し
るべに、掲げる理念や活動の中身をいつも再点検し、さらに高めていってもらいたいものです。

 第 三 者 意 見

【プロフィール】　朝日新聞ニューヨーク支局員、論説副主幹などを経て、2014年より
東洋学園大学グローバル・コミュニケーション学部教授。同年より苫小牧埠頭株式会社
社外監査役。ほかに特定非営利活動法人「日本コーポレート・ガバナンス・ネットワーク」
理事、日本経営倫理学会理事。著書に『日米摩擦最前線』（朝日新聞社）、『問われる
経営者』（中央経済社）、『英国の企業改革』（共著訳、商事法務研究会）など。 

読ませる工夫

教科書、参考書

さらなる高みに
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〒006-0811　札幌市手稲区前田1条12丁目2番30号　渓仁会ビル3F
 TEL 011-699-7500　FAX 011-699-7501
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